









































　管理可能性原則を視座とした先行研究［Giraud, Langevin and Mendoza, 2008; Burkert 






































ば Vancil, 1978, pp. 35-46; Merchant, 1989, p. 92］ 。































































































［Simons, 2010］、アカウンタビリティの性質の差［Roberts, 1991; 1996; 小林, 2001］、管理
不能な部分に意識を向けさせる［Merchant and Van der Stede, 2017］、測定・評価の納得性
などが指摘されている。特に、脱予算経営の研究群では、集団的なアカウンタビリティによっ
て管理者個人の管理可能性原則が意図的に違反され、現場の従業員主導による業績管理活動




























































　Rowe, Birnbirg and Shields［2008］は、組織変革における責任センターの境界と業績の
測定可能性と、マネジャーが私的に有する知識の共有との関係を実証している。Rowe, 











採り上げられている［Giraud, Langevin and Mendoza, 2008］。しかし、MCS の設計要素と
してこれを研究対象とする場合には、実務および研究においてこれをどのように定義し、取












ある［Merchant and Manzoni, 1989］。
　エージェンシー理論を基礎とした管理可能性原則は、一般に限定的（the conditional）管












Merchant and Otley, 2006］。換言すれば、管理不能要因に対しても責任を負わせる可能性が
示唆されている。経験的な管理会計研究においては、現実に直面するマネジャーの実務の状
況をよりよく説明するために影響可能性による管理可能性概念が用いられる［Frow, Mar-
ginson, and Ogden, 2005］。
　上述のように、組織の現実を捉える経験的な研究には、影響可能性に基づく管理可能性概
念が用いられる。そこでは、実証主義者（positivist）の厳格かつ客観的な仮定とは程遠い
























































個人的行動」［Organ, Podsakoff and MacKenzie, 2006, p. 3］と定義されている。Eatough et 
al. ［2011］ のメタ分析によれば、自分に割り当てられた職務負担が過剰であると感じられた
り、職務上役割葛藤が生じたとき、組織市民行動は起こりにくくなる。この知見は、Burk-
ert, Fischer and Schäffer ［2011］ で得られている結果とも整合する。すなわち、一般に、
管理可能性が低い状態においては、組織市民行動は起きにくいと考えることが自然である。
　次に、わが国の組織における行動を規定する重要な要因として、社会的コントロール
［Merchant and Van der Stede, 2017］を挙げる。社会的コントロールとは、相互監視・周囲
からの同調圧力など、直接的には従業員の行動に影響を及ぼさないが、集団の規範を違反し
ようとする個人に対して圧力をかけることで望ましい行動を引き出す手段をさす。Mer-
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